
 

市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
２７
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
提
出
７
議
案
（
報
告
１
件
含
む
）
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
全
議

案
が
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
４
議
案
（
特
別
委
員
会
に
関
す
る
も
の
３
件
、

意
見
書
１
件
）
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
全
て
の
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

２０１２年７月８日発行 
         

歳
入
歳
出
に
９
５
０
万
円
を
追

加
、
総
額
２
９
８
億
１
９
５
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

１
０
名
を
臨
時
雇
用 

県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時

特
例
対
策
事
業
費
補
助
金
９
５
０

万
円
を
活
用
し
、
１０

名
を
臨
時
で

雇
用
を
し
ま
す
。 

そ
の
内
訳
は
、
固
定
資
産
税
の

資
料
整
理
等
の
課
税
事
務
に
２
名
、

在
留
制
度
変
更
に
伴
う
住
民
基
本

台
帳
事
務
に
２
名
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
充
実
の
た
め
の
事
務
に
１

名
、
小
学
校
特
別
支
援
充
実
の
た 

    

津
波
避
難
施
設
「
命
山
」
整
備

事
業
用
地
と
し
て
、
湊
５
５
７
の

１
ほ
か
７
筆
（
パ
チ
ン
コ
Ａ
Ｂ
Ｃ

跡
地
）
、
６
４
３
３
㎡
（
地
目
宅
地
） 

め
支
援
員
３
名
、
地
産
地
消
を
す

す
め
る
た
め
学
校
給
食
調
理
員
２

名
で
す
。 

こ
の
事
業
は
、
県
補
助
率
１
０

０
％
で
、
離

職
者
を
雇
用

す
る
と
い
う

有
益
・
有
利

な
も
の
で
す

が
、
雇
用
期

間
が
限
ら
れ

雇
用
の
継
続
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

職
員
補
充
が
必
要
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
が
安
易
に
こ
の
事
業
を 

   

を
、
約
６
５
２
９
万
五
千
円
で
購

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
に
、
高
さ
１０
メ
ー
ト
ル

（
海
抜
１２
メ
ー
ト
ル
）
、
天
端
面
積

約
８
０
０
㎡
（
８
０
０
名
収
容
）

の
高
台
を
築
き
ま
す
。 

 

市
で
は
、
民
間
施
設
と
の
協
定

等
に
よ
り
住
民
の
避
難
場
所
を
確

保
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
１３
地
区
、

約
６
５
０
０
名
が
避
難
困
難
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
施
設
は
、
そ
の
解
消
の
た

め
の
初
め
て
の
施
設
で
す
。
完
成

は
来
年
夏
頃
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
刻
も
早
い
全
域
の
避
難
場
所

確
保
の
取
組
が
必
要
で
す
。 

利
用
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

不
足
し
て
い
る
給
食
調
理
員
、
特

別
支
援
員
な
ど
は
本
来
通
年
雇
用 

す
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
。 

防
災
寄
付
金 

和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

よ
り
４
５
０
万
円
余
の
寄
付
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
社
宅
建
設
に
あ
た
り

「
津
波
避
難
施
設
」
と
し
て
屋
上

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
浅
羽
西

幼
稚
園
園
児
や
地
元
住
民
の
避
難

場
所
を
提
供
す
る
た
め
、
市
が
負

担
金
を
支
払
い
ま
す
。
そ
の
全
額

を
防
災
関
連
費
用
に
と
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

こ
の
増
額
分
は
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
金
を
減
額
し
ま
す
。 

    

こ
れ
ま
で
全
議
員
で
組
織
す
る

「
新
病
院
建
設
特
別
委
員
会
」「
現

病
院
利
活
用
特
別
委
員
会
」「
防
災

対
策
特
別
委
員
会
」
の
三
つ
の
特

別
委
員
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
を
精
査
し
、
二
つ
の
病

院
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
統
合

し
「
地
域
医
療
・
新
病
院
特
別
委

員
会
」
と
す
る
と
と
も
に
、「
防
災

対
策
特
別
委
員
会
」
の
定
数
を
１１

名
に
再
編
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
議
長
の
諮
問
機
関 

  

「
印
鑑
条
例
」「
手
数
料
条
例
」

の
一
部
改
正
お
よ
び
「
静
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
」
の

変
更
は
、
い
ず
れ
も
住
民
基
本
台

帳
法
の
一
部
改
正
及
び
外
国
人
登

録
法
の
廃
止
に
伴
う
改
正
で
す
。 

条
例
で
は
、
「
外
国
人
登
録
○

○
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
削
除

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
規
約
で
は
、
市
町
の
負

担
金
算
定
方
法
で
「
外
国
人
登
録

原
票
に
基
づ
く
」
が
削
除
さ
れ
ま

し
た
。 

「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
条

例
」
の
廃
止
は
、
こ
れ
ま
で
市
直

営
で
運
営
し
て
き
た
訪
問
看
護
ス 

  

 

と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
議
会
改
革

研
究
会
」
が
、「
議
会
改
革
に
関
す

る
提
言
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

今
年
度
は
具
体
的
な
方
策
を
協

議
す
る
た
め
、
新
た
に
「
議
会
改

革
特
別
委
員
会
」
を
委
員
定
数
１１

名
で
設
置
し
ま
し
た
。 

新
た
な
各
委
員
は
、
次
表
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）
。 

地
域
医
療
・
新
病
院
特
別
委
員

会
は
全
議
員
で
構
成
さ
れ
、
委
員

長
に
永
田
勝
美
氏
、
副
委
員
長
に 

  

テ
ー
シ
ョ
ン
を
９
月
い
っ
ぱ
い
で 

終
了
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

多
く
の
民
間
事
業
所
が
参
入
し

た
こ
と
に
よ
り
必
要
性
が
薄
れ
た

た
め
で
す
。 

  

次
の
方
を
人
権
擁
護
委
員
に
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。 

萩
田
淳
三
氏
（
６４
歳
） 

        

 

兼
子
春
治
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

「
心
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る

基
本
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
が
、
提
起

し
た
「
心
の
健
康
を
守
り
推
進
す

る
基
本
法
（
仮
称
）
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
」
が
、
全
会
派
の
同

意
を
得
て
提
案
さ
れ
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。 

         

防災対策特別委員会 

委員長  秋田 稔 

副委員長 村松 尚 

委員   佐藤省二 

委員   永田勝美 

委員   久保田龍平 

委員   寺井雄二 

委員   兼子春治 

委員   竹原和義 

委員   大庭通嘉 

委員   浅田二郎 

議会改革特別委員会 

委員長  戸塚文彦 

副委員長 大場正昭 

委員   寺井紗知子 

委員   田中克周 

委員   高木清隆 

委員   山田貴子 

委員   廣岡英一 

委員   寺田 守 

委員   沼上賢次 

委員   高橋美博 
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お
詫
び
（
誤
解
な
き
よ
う
に
） 

前
号
（
２
月
議
会
報
告
）
で
、 

ベ
ト
ナ
ム
訪
問
に
関
し
「
議
員
の 

参
加
を
…
全
額
市
費
で
賄
う
…
」 

と
問
題
点
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
議
員
と
し
て
参
加
す

る
議
長
及
び
３
常
任
委
員
長
に

関
す
る
も
の
で
、
一
般
応
募
で
参

加
さ
れ
た
議
員
の
方
は
す
べ
て

自
費
で
の
参
加
で
す
。 

政
務
調
査
費
の
使
途
報
告 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
平

成
２３

年
度
政
務
調
査
費
６０

万

円
を
、
４
回
の
「
議
会
報
告
」

発
行
の
た
め
使
用
し
ま
し
た
。 


